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１．はじめに 

環境基本法第 16 条の規定に基づき、人の健康

を保護する上で維持することが望ましい環境上

の基準として、二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊

粒子状物質、二酸化窒素、光化学オキシダント、

微小粒子状物質等について大気の汚染に係る環

境基準が定められている。（表１-１） 

また、炭化水素について、窒素酸化物ととも

に光化学オキシダントの原因物質であることか

ら、「光化学オキシダント生成防止のための大気

中炭化水素濃度の指針」が行政上の目標として

定められている。（表１-２） 

大気汚染防止法第 22 条に基づき、大気汚染の

状況を把握するため、表２のとおり一般環境大

気測定局（一般局）３局及び自動車排出ガス測

定局（自排局）２局において測定を行った。 

 

２．測定結果 

平成 23 年度の環境基準の達成状況は、表３の

とおりであり、二酸化硫黄、一酸化炭素及び二

酸化窒素については、すべての地点で環境基準

を達成した。 

浮遊粒子状物質については、短期的評価では

一部の測定局（米子保健所局）において環境基

準を達成しなかったものの、長期的評価では全

地点で環境基準を達成した。短期的評価で環境

基準を達成しなかったのは、５月２日に高濃度

となったためであるが、当日は黄砂日であった

ことから、黄砂の飛来が原因と考えられる。 

光化学オキシダントについては、全国的に環

境基準の達成率が低い状況にあり、本県におい

ても前年度に引き続き、すべての地点で環境基

準を達成しなかった。また、大気汚染防止法第

23 条に定める緊急時の基準（注意報発令基準濃

度：0.12ppm）には達しなかったものの、近年発

令基準に近い濃度が観測されている。 

非メタン炭化水素については、指針値以下で

あった。 

微小粒子状物質については、平成 23 年度から

県内１地点（鳥取保健所）で測定を開始したも

のであるが、長期的評価及び短期的評価ともに

環境基準を達成しなかった。原因は黄砂や煙霧

の影響が大きいと考えられる。 

なお、平成 23 年度の測定結果及び経年変化を

表４-１～４-11 及び図５-１～５-７に示した。 
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表１-１ 環境基準及び評価方法 
大気汚染物質 環境基準 評価方法 

二酸化硫黄 

１時間値の１日平均値が

0.04ppm 以下であり、かつ、

１時間値が 0.1ppm 以下であ

ること。 

短期的 

評価 

１時間値の１日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、１

時間値が 0.1ppm 以下であること。 

長期的 

評価 

年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、高い方から

２％の範囲にあるものを除外した値が、0.04ppm 以下で

あること。ただし、１日平均値が 0.04ppm を超える日が

２日以上連続しないこと。 

一酸化炭素 

１時間値の１日平均値が

10ppm 以下であり、かつ、１

時間値の８時間平均値が

20ppm 以下であること。 

短期的 

評価 

１時間値の１日平均値が 10ppm 以下であり、かつ、１時

間値の８時間平均値が 20ppm 以下であること。 

長期的 

評価 

年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、高い方から

２％の範囲にあるものを除外した値が、10ppm 以下であ

ること。ただし、１日平均値が 10ppm を超える日が２日

以上連続しないこと。 

浮遊粒子状物質 

１時間値の１日平均値が

0.10mg/m３以下であり、かつ、

１時間値が0.20mg/m３以下で

あること。 

短期的 

評価 

１時間値の１日平均値が 0.10mg/m３以下であり、かつ、

１時間値が 0.20mg/m３以下であること。 

長期的 

評価 

年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、高い方から

２％の範囲にあるものを除外した値が、0.10mg/m３以下

であること。ただし、１日平均値が 0.10mg/m３を超える

日が２日以上連続しないこと。 

二酸化窒素 

１時間値の１日平均値が

0.04～0.06ppm のゾーン内又

はそれ以下であること。 

短期的 

評価 

１時間値の１日平均値が 0.04～0.06ppm のゾーン内又は

それ以下であること。 

長期的 

評価 

年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、低い方から

98％に相当するもの（１日平均値の年間 98％値）が

0.06ppm 以下であること。 

光化学 

オキシダント 

１時間値が0.06ppm以下であ

ること。 

年間を通じて、昼間（５～20 時）の時間帯における１時間値が

0.06ppm 以下であること。 

微小粒子状物質 

１年平均値が 15μg/m３以下

であり、かつ１日平均値が 35

μg/m３以下であること。 

短期的 

評価 

測定結果の１日平均値のうち年間 98 パーセンタイル値

が 35μg/m３以下であること。 

長期的 

評価 

測定結果の１年平均値が 15μg/m３以下であること。 

備考１ 短期的評価は、連続して又は随時に行った測定結果により、測定を行った日又は時間について評価するもの。 

２ 長期的評価は、大気汚染に対する施策の効果等を的確に判断するためなど、年間にわたる測定結果を長期的に

観察したうえ、評価するもの。 

 

 

表１-２ 光化学オキシダント生成防止のための大気中炭化水素濃度指針 
大気汚染物質 濃度指針 

非メタン炭化水素 
午前６時から９時までの３時間平均値が、0.20ppmC から 0.31ppmC（炭素量への換算値）まで

の範囲またはそれ以下であること。 

 

 

表２-１ 大気測定局一覧 

測定局 

（区分） 
住所 

測定項目/測定方法 

二酸化 

硫黄 

一酸化

炭素 

浮遊粒子

状物質 

窒素 

酸化物

光化学 

ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

炭化 

水素 

微小粒子

状物質 

鳥取保健所 

（一般局） 

鳥取市 

江津 730 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

米子保健所 

（一般局） 

米子市 

東福原 1-1-45 
○ － ○ ○ ○ － － 

倉吉保健所 

（一般局） 

倉吉市 

東巌城町 2 
○ － ○ ○ ○ － － 

栄町交差点 

（自排局） 

鳥取市 

栄町 502 
－ ○ ○ ○ － － － 

米子市役所前 

（自排局） 

米子市 

加茂町 1-1 
－ ○ ○ ○ － － － 

（備考） 欄内の○は測定項目。測定方法については、表２-２のとおり。 
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表２-２ 測定方法一覧 
二酸化硫黄 一酸化炭素 浮遊粒子状物質 窒素酸化物 光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 炭化水

素 

微小粒子状

物質 

紫外線蛍光法 非分散型赤外線分析法 β線吸収法 化学発光法 紫外線吸収法 直接法 β線吸収法 

 

 

表３ 環境基準達成状況 

測定局 区分 
二酸化 

硫黄 

一酸化 

炭素 

浮遊粒子

状物質 

二酸化 

窒素 

光化学 

ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 

微小粒子

状物質 

鳥取保健所 一般局 ○ ○ ○ ○ × × 

米子保健所 一般局 ○ － △ ○ × － 

倉吉保健所 一般局 ○ － ○ ○ × － 

栄町交差点 自排局 － ○ ○ ○ － － 

米子市役所前 自排局 － ○ ○ ○ － － 

（備考） ○：達成 ×：非達成 △：長期的評価では達成したが、短期的評価で非達成 －：未測定 

 

 

表４-１ 二酸化硫黄の測定結果 

 
 

 

表４-２ 一酸化炭素の測定結果 

 
 

 

表４-３ 浮遊粒子状物質の測定結果 
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表４-４ 二酸化窒素の測定結果 

 
 

 

表４-５ 一酸化窒素の測定結果     表４-６ 窒素化合物の測定結果 

 

 
 

 

表４-７ 光化学オキシダントの測定結果 

 
 

 

表４-８ 非メタン炭化水素の測定結果 

 
 

 

表４-９ メタンの測定結果 
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表４-10 全炭化水素の測定結果 

 
 

 

表４-11 微小粒子状物質の測定結果 
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図５-１ 二酸化硫黄               図５-２ 一酸化炭素 
                      （備考）倉吉及び米子保健所は平成 18 年度以降は測定せず 

 
図５-３ 浮遊粒子状物質    図５-４ 二酸化窒素 

 

 
図５-５ 光化学オキシダント   図５-６ 非メタン炭化水素 

 

 
図５-７ 微小粒子状物質 

（備考）図 5-1～図 5-7 において、平成 23 年度の全国平均は当所報の作成段階で公表されていないため示していない。 
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